
 
 

   

   

 

 

 

 

今年 1月 18日の神戸新聞の「正平調」の欄は次のように締めくくられていま

す。 

・・・きのう、阪神・淡路大震災の追悼行事があった神戸の東遊園地で「忘」という

字が暗闇に浮かび上がるのを見た。災害は忘れたころにやって来る、という。だと

すれば、過去の災害から学んだ教訓を「忘れない」。防災のはじめの一歩はそれに

尽きよう。備える心を、忘れまい。・・・ 

 今年で阪神・淡路大震災から 27年の年月が経過します。時間の経過に伴い、

教訓を発信し続けてきた世代が高齢化のため一線を退き、震災経験のない若者が

とって代わり、記憶や教訓を継承しています。青垣中学校でも現生徒会本部役員

が中心となり、放送による「1.17追悼生徒集会」を実施しました。会長のあいさ

つの後、「生かされている」という詩を朗読し、みんなで黙とうをささげました。

閉会のあいさつは、「阪神・淡路大震災で亡くなられた方々、被災された方々へ

思いを込めて行いました。ただ、それだけではなく、これからもこの出来事を忘

れないというきっかけにしてほしい」という言葉で締めくくられました。一人ひ

とりが 27年前の震災に思いをはせ、何かを感じ取る時間になったことと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 1 月 12 日に 2 年生を対象に福祉講演会を実施しました。丹波市の手話サーク

ルから講師の先生を招き、聴覚障がいについて話を聞きました。その中で、手話

について詳しく教えていただき、手話で単語を表現したりあいさつをしたりしま

した。知っているようで知らない手話を実際に体験することで、聴覚障がいにつ

いての理解を深めることができ、有意義な時間となりました。参加者の感想を紹

介します。 

（略） 昔、僕は手話の本を見つけて興味を持ち、少しだけ手話の勉強をしていました。

今は覚えていません。手話を使うことがなかったので、忘れてしまいました。でも手話

の学習をして思いだすことができました。なつかしい思い出です。今回、手話の学習が

できてよかったです。これをきっかけに僕もまた手話の勉強をしようと思いました。耳

の聞こえない人の役に立てるために、精いっぱい覚えられるように頑張ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

 ＝ふるさと青垣を愛し 自ら学び  

たくましく生きる児童生徒の育成＝ 

 

学校通信 

１月号 

R４.1.２5  

      

 
２月の行事予定 

SC：スクールカウンセラー勤務日 

【来月の予定】 

３月 1～２日…学年末考査（1日：給食なし、2日：給食あり） 

3月 16日…卒業証書授与式 

3月 24日…修了式 

給 部 予　　定 下校時刻

1 火 ○ ○ 16:45

2 水 ○ × SC 15:45

3 木 ○ ○ 16:45

4 金 ○ ○ 専門委員会（放） 16:45

5 土

6 日

7 月 ○ × 15:45

8 火 ○ ○ 16:45

9 水 ○ × SC 15:45

10 木 ○ ○ 私立高校入学試験・1,2年 実力テスト 16:45

11 金 建国記念の日

12 土

13 日

14 月 ○ ○ 17:00

15 火 ○ ○ アントレプレナーシップ講演会（2年） 17:00

16 水 ○ × SC・公立推薦選抜検査 15:45

17 木 ○ ○ 17:00

18 金 ○ ○ 17:00

19 土

20 日

21 月 ○ ○ 公立推薦合格発表 17:00

22 火 ○ ○ 17:00

23 水 天皇誕生日

24 木 ○ ○ 17:00

25 金 ○ × SC 15:45

26 土

27 日

28 月 × × 学年末考査一日目 12:00

日付



 


